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Auto Flowを用いた呼吸管理
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近年、人工呼吸器の多くは高性能となり、医療従事

者側にとって大変便利である反面、多機能でありその

特性を十分に理解しないまま臨床で使用してしまう、

まるでパソコンや携帯電話のように十分に使いこなす

までには時間がかかることもあるように思える。

今から 12年前に初代の Evitaを使い始め、吸気圧

制限に感激し、そして BIPAPに何度か助けられたこ

とがある。BIPAPは2つの CPAPレベルを周期的に繰

り返す PCV換気モードであり、どの時点においても

自由に自発呼吸を行うことが可能で、ファイティング

を起こさないため過換気の患者には非常に有効である。

ただし、肺コンブライアンスの変化等によっては換気

量が確保し難い場合がある。

術後の患者等 ICUにおいて呼吸管理で人工呼吸器

が必要な場合は SIMV. PSV . CPAPという換気モー

ドを用い、新しい機能に頼らなくても人工呼吸器から

のウィーニングがスムーズに行えてしまう場合のほう

が多い。しかし、気道抵抗や肺コンブライアンスによ

って最高気道内圧の上昇や鎮痛薬 ・筋弛緩薬を必要と

し、自発呼吸によるファイティングによる圧損傷が発

生する等の危険性がある。そこで、このような状況か

ら回避できる機能で、 Evita2-Dura以降に搭載された

Auto Flowという機能がある。

AutoFlow機能がない従来の人工呼吸器でSIMVモ

ードによる換気を行った場合、自発呼吸の吸気努力が

強くなると吸気相の初期で吸気流量不足が起こり、気

道内圧が陰圧に傾き呼吸仕事量が増加してくることが

ある。また、呼気を排出しようとしても吸気相では呼

気弁が閉鎖しているため排出することができないで、

人工呼吸器に対し無意味な努力をすることになり呼吸

仕事量が増加することになる。さらに、肺コンブライ

アンスが低下すると強制換気で気道内圧が上昇し、吸

気時間内に設定一回換気量が入りきらないまま呼気相

に転換してしまうことになる。この状態が続くと、当

然のこと換気量不足になってしまう。

Auto FlowはBIPAP的動作で、設定された一回換

気量と直前の肺コンブライアンスに基づいて吸気流量

を適切な流量に自動的に調節し、その一回換気量を最

低限の気道内圧で供給できるようにする機織である。

さらにオープンパルプシステムという機構があり、設

定一回換気量以上の大きな吸気努力にも滑らかに対応

し自発呼吸を妨げることがないため、患者は吸気相と

呼気相を問わずいつでも自由に自発呼吸ができ、呼吸

仕事量も軽減できる。吸気気道内圧は肺コンブライア

ンスと一回換気量から求められるので、 AutoFlowを

用いたときには肺コンブライアンスが低下するとその

分、気道内圧が上昇することになるので、吸気圧制限

を適切に設定しておくことと、低換気警報を設定して

おくことが必要である。

もともとAutoFlowは、術後患者で肺コンブライア

ンスが大きく変化するときに吸気圧と換気量を調節し

なければならない場合や、気道内圧が上昇しての圧損

傷の危険を減少させるために用いるよう設計されたも

のである。 AutoFlowを用いることで、早い段階で自

発呼吸に移行できウィーニングがスムースに進行する

うえ、最高気道内圧や低圧アラームの発生頻度が少な

くなり、患者にとっても医療従事者にとってもストレ

スが軽減される呼吸管理となる。 AutoFlowの設定は

きわめて容易であり、当院では当初使われなかったこ

の機能を、今では自発呼吸が出現すると誰もが必ず設

定することで、 AutoFlowは良い機能であることが証

明されていると感じている。
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人工呼吸器工ピタ×し

この写真で全てをご覧いただけないことが伐念です。エピタXLは、人工呼吸終に
よる高度な忠呂冷管理において革新1tと汎用i'1を備えたエピタシリーズの最J..j.i.機

績です。これまでになく大きな最新型のスクリーンは、波形。ループ・トレンド

などの情鰍へのアクセス判、そして人間 1:学に基づいた操作刊を提供します。
医療現場の持憾のご要求にLe.;えているのは、サイズだけではありません。エピタ

XLのスク リーンには、氏療現場で必要とされる機能が集約されています。オンラ
インマニュアルは、:r.;械撤作・理解にその柔軟性を発櫛し、素早い諸設定をサポート

します。また、幅広い拡様性は、更なる人 1:呼吸技術の進本に柔軟に対応します。

エピタXLが、背様の氏椴深境のさらなる改善をお手伝いいたします。
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